
提案型協働事業・市民活動応援補助金交付事業報告会 改善案 

内容 問題点 改善案 

開会 

あいさつ 

Ｂブースでは入りきれな

かった。 

Ｃブースのエリアで行う。 

（Ｃブースとなる場所の隣にも椅子を配置し実施する。

事業報告に切り替わるタイミングでＣブース部分をパー

テーションで区切る。） 

事業報告 発表者の声がききにくい

ブースがあった。 

客席の数を削減する。 

声が外に逃げないよう、客席の幅を減少するとともに、

Ｂ・Ｃブースはパーテーションで壁を作る。 

質疑応答が委員に偏って

いる。 

各ブースの担当委員がそれぞれ質疑応答の司会を行う。 

交流会 途中で帰る団体がいた。 ワールドカフェ方式とする。 

（１テーブル６人とし、椅子を配置する。一定時間交流を

した後に、テーブルを移動していただく。１５分×３ラウ

ンド実施する。） 

誰がどの団体の人か分か

らないことがある。 

報告団体には、報告団体名を記した名札を着用していた

だく。 

 

① 開会時レイアウト案                 ② 事業報告 座席配置案 
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③ 交流会イメージ図 
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